
令和５年度２学期 2023.9.27（水）                   学校教育目標 

大利根東小だより 
【めざす学校像】「元気・やる気・本気・根気・勇気・和気」（６つの気）をもって 

自ら学び、互いに成長し合う児童を育む学校   【校訓】「流汗精進」 

～３合い（愛）「助け合い・励まし合い・認め合い」の仲間づくりをとおして～ 

笑顔・感動・思い出いっぱいの学校へ                 

暑さ寒さも彼岸までの言葉どおり、以前の猛暑が嘘のように涼しい季節になってまいりました。全児童が夏休みに取り

組んだ「雨にも負けず」の詩をすらすらと暗唱し、大変立派です。通学班登校児童が以前よりも増え、見守りの方々へ

の挨拶も良くなってきました。ご家庭のご支援の賜物と深く感謝申し上げます。１０月２１日（土）には「東っ子まつり」として、

生活科や総合的な学習で追究してきた内容を学年ごとに発表いたします。ぜひ、当日はご家族でご参観ください。 

本との邂逅（かいこう）が自分の人生を大きく豊かに変えます！ 

～読書の秋・・・「家読（うちどく）ハートフル大作戦」で心に栄養を～ 

                                             校長 小林 秀行 
運動の秋、芸術の秋等、秋は季節で１年を通じて１番過ごしやすく心も体も豊かになる時期です。読書の秋として本

校は１０月を読書強化月間と位置づけ、ご家族とともに子どもたちがたくさんの本を読み、心に栄養をつけてもらいたいと

考えています。ふだんはテレビやゲーム・スマホ・マンガなどを好む生活を送る子どもや大人が多い世の中ですが、この

機会に子どもたちが本を読むことに慣れ親しみ、自分が興味・関心のある本を読むことで、新たな発見から学習がおもし

ろくなってきたり、図書館や書店に出かけて、さらに読書好きな子になったりすると大変嬉しく感じます。 

私は子どもの頃から本を読むことが大好きでした。「トムソーヤの冒険」、「風の又三郎」、「我が輩は猫である」等、小

学生の時から冒険物語や伝記・歴史小説をいろいろと読み耽り、登場人物になりきったり、ドキドキしたり、空想の世界

に入り込める時間を楽しみにしていました。中学生の時に夏目漱石の「こころ」を父の書斎から初めて勝手に読んだ時、

その内容に激しい衝撃と人間不信になる程のショックを受け、夜も眠れなかったことを昨日のことのように思い出します。 

一冊の本との邂逅から、時には笑顔になったり、時には涙したり、心が震えたり、心が洗われたりしました。高３の時、

大学受験に失敗し、落ち込んでいた浪人時代に読んで励まされた本。希望どおり都市銀行に就職したのに仕事が嫌

になり、辞めてから悩み苦しんでいた時に出会った「本当の自分とは何か」という本。その本から真剣に「本当の自分と

は？」と自問自答し、苦しみ、「逃げてはだめだ！自分に負けるな！俺は何のために生まれてきたのか？」と気づき考え、

勇気を与えてくれた、その本に今でも感謝しています。あの時、あの本に巡り逢っていなければ、読んでいなければ今の

自分は無かったかもしれません。大村はま先生の著書「教えるということ」は、私の教師になる道を決めた運命の本でも

あります。失敗・挫折した人生の分岐点で偶然出会った本が我が人生の大きな舵取り役になってくれたのです。 

教師になり、兵庫教育大学や早稲田大学の大学院在学中に、教育学研究のためアメリカに行き、原書をロサンゼ

ルスで手に入れた時の感動を忘れません。帰国後、必死に自力で翻訳し、参考文献や論文を各大学院の図書館や

部屋に籠もって読破し、研究に励みました。現在は校長という立場から、自己啓発の本やリーダーシップ論、人生論等

を休日に読むことが増えました。今では古本屋が開ける位の蔵書が何千冊と書斎にあり、どれも私の大切な宝物です。 

多くの本は心の栄養をつけただけでなく、自分の思考・価値判断・意思決定の血や肉となり、かけがえのない貴重な

財産です。悩んだり、迷ったり、どんな決断をしたらよいか、うまくいかなくて落ち込んでいる時や、もう一度立ち上がって前

向きな気持ちに奮い立たせてほしい時は、書斎から本を探し出し、改めて読み返し、何度も励まされ、助けられました。 

このように私にとって本とは命であり、読書とは生きるエネルギーや勇気を与えてくれる心のカンフル剤であり、感性や

知性を磨ける必要不可欠な営みであります。秋の夜長に虫のささやきを耳にしながら、テレビやスマホ・ゲームなどから

離れて「家読（うちどく）ハートフル大作戦」ということで、子どもたちと一緒に保護者・地域の皆様も、読んでみたい本を

手にして心を豊かにしてみてはいかがでしょうか？たくさんの本と出会い、読書をとおして子どもたちが夢や希望・勇気を

抱き、想像力を高めながら、自分の道を自分の力で切り拓いていける人生を歩んでいってほしいと願ってやみません。 

◎自ら学び自ら考える子（かしこく） 

◎こころゆたかな子（こころゆたかに） 

◎明るくたくましい子（たくましく） 



 

 

1 日   

2 月   

3 火 講話集会・児童集会 4年車椅子体験 

4 水 
4時間授業 12:50下校 

就学時児童健康診断  

5 木 委員会活動⑥ 

6 金 5時間授業 14:20下校 2年国語研究授業 

7 土 大利根中合唱祭 12:10～ 

8 日   

9 月 スポーツの日 

10 火 
口座引落確認日 6年陸上競技会壮行会 

東っ子絵画展公開 ～13日 

11 水 １・２年生遠足（東武動物公園） 

12 木   

13 金 4年サイエンススクール（加須未来館） 

14 土   

15 日 加須市民祭り 大利根スポーツフェスティバル 

16 月 教育相談日 東っ子安全教室 ５・６年 

17 火 6年加須市陸上競技会 

18 水   

19 木 クラブ活動⑥ 

20 金 4年高齢者疑似体験 

21 土 ふれあい東っ子まつり（土曜参観） 

22 日   

23 月 振替休業日 

24 火 6年加須市陸上競技会予備日 

25 水 6年修学旅行保護者説明会 15:30 

26 木   

27 金   

28 土   

29 日   

30 月 
5年加須市小中学校音楽会（午後の部） 

パストラル加須 12:35開会 

31 火 5時間授業 14:20下校 6年国語研究授業 

 

１０月の生活目標 学校では 朝読書を充実させるために読書指導をします。 

本
ほん

をたくさん読
よ

もう 家庭では ご家族で読書をする時間を作ってくださるようお願いします。 

地域では さわやかなあいさつができるよう声かけをお願いします。（年間目標） 

○田んぼくんからの収穫３９８㎏!! 

【米作りにチャレンジ】 

９月１日（金）に、５年生が稲刈り体験をし

ました。大きく成長した稲の穂を見て、子ど

もたちは嬉しそうに稲刈りをしていました。

この体験をとおして、収穫の喜びや農家の

方々の苦労や努力を味わえました。学校応援

団の方々には、田植えから稲刈りまでたくさ

んのことを学ばせていただき、誠にありがと

うございました。 

 

○JRC 炊き出し訓練 

８月３０日（水）に、赤十字奉仕団の方々を指導者

に招き、災害体験学習を行いました。災害発生時の

救援活動として、アルファ米などの非常食の炊き出

しの仕方を５・６年生が体験させていただきまし

た。 

 


